
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

●学区内にある水田をお借りして、「春日部赤米研究会」の方々に 

ご指導をいただきながら行った。 
 
●５月に自分たちの手で苗を植え、１０月に育った稲を収穫する、 

 貴重な農業活動体験となっている。 

●収穫したお米は、１１月に給食として全校でいただいた。 
 
●総合「わたしたちの食と健康にズームイン」の一環として取り組 

み、地元の食材や農産物への関心を深める児童が多く見られた。 

●田んぼの土はドロドロしていて、その場に立っているとすぐにうま

ってしまうぐらいだった。稲は思ったよりチクチクしていた。 
 
●田植えや稲刈りの体験を通して、地産地消について興味を持った。 
 
●わたしたちが食べているお米は、農家の方々が一生懸命育ててくれ 

たおかげだと改めて感じ、これからもお米を大切に、感謝の気持 

ちを込めて食べたいと思った。 

田植え 
稲刈り体験 

第５学年 


